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文部科学省が募集した平成 17年度の医療入GPにより,新潟大学医歯学総合病院に地域医療

教育支援コアステーションを設置し,活動を行ってきた.活動の二つの柱は, つ は ｢学部学科

を超えた学生によるワークショップとフイ-ル ドワーク｣であり,もう つ は ｢地域支援テレ

ビシステム｣である,これらの取組を具体的な例をあげて概説 した.

また,これらの活動を通じて,地域医療教育に必要な地域医療機関や地方行政機関との連携

を構築してきた.これにより地域医療機関,地域行政機関の朝 こも医学教育に携わってきてい

るという意識を共存 ･醸成できてきている,今後もさらに連携を深め,地域医療教育の推進を

目指 したい.

キーワ-ド:り-クショップとブイ-ルドワ-ク,地域 支援テレビシステム,地域医療教育,連携

は じ め に

新潟県は人口 ユ0万人あたりの医療機関従事医

で,広い県上を持ち,また佐渡などの離島や,悼

界でも有数の豪雪地帝を抱えている. このような

動 私たちは平成 16年に中越地震を,そして平成

19年には中越沖地票 を経験 した.この経験から得

た知見は,個々の医療人としての限界と,機能を

完結できるチ-ムとしての医療支援 こそが,被災

地において有効なものであり,地域医療において

も同様にチ-ムとしての医療が必要であり,かつ
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継続性があると考えた.

これ らの経験 をもとに,新潟大学では平成 17

年度,文部科学省の募集 した医療人 GP｢地域医

療等社会的ニーズに対応 した医療入教育支援プロ

グラム｣に応募 し, ｢中越地震に学ぶ赤ひげチー

ム医療人の育成｣プログラムが採択 された.

本プログラムでは,地域医療に情熱を持ち,地

域社会のこ-ズに全人的に対応できる総合医療チ

-ム ｢赤ひげチ-ム｣を統率できる医師を育成す

ること,地域医療を担 う医師が定着できるように

大学病院との連携 ･支援体制を新たに構築するこ

とを目標として, 大学病 院 内 に 地 域 医 療 教 育 支援
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医学 ･医療における 『連携』を考える

地域で働く医療人は楽しそうである

地域医療には夢がある

地域医療にはやりがいがある

** pく0.0001

∩=104

図 1 ワ-クショップとブイ-ルドワ-ク前後におけるVisualanalogscale
(VAS)による比較 (1)

コアステーションを設置 した.そしてこの地域医

療教育支援コアステーションを核として ｢赤ひげ

チ-ム医療人の育成｣プログラムを実施 した.

本取組の対象となるのは,牢前教育においては

新潟大学医学部医学科,医学部保健学科,歯学部

口腔生命福祉学科の医療系多職種の学生である.

また卒後教育では,新潟大学臨床研修病院群研修

プログラムに参加 している研修医,あるいは既に

新潟県内の地域医療機関で勤務 している勤務医で

ある.

これらのうち尊前教育としては, ｢学部学科を

遣えた学生によるワークショップとフィール ドワ

-ク (以 FWS/FW とする)｣を,そして卒後教

育としては ｢地域支援テレビシステム｣を用いた

遠隔指導 ･医療支援を実施 してきた.

学部学科を超えた学生によるWS/FW

この企画は3日間の日程で行うものである.ま

ず第 --日目は小グループに分かれ, ｢地域医療｣

｢チーム医療｣というキ-ワー ドをもとに小ゲル

-プディスカッションを行い,発蒸 し合う.そし
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て二日目はそのグループで県内の地域医療機関を

見学 し,地元行政機関の担当者から地域医療の問

題点などについて話を伺い,在宅医療の現場に同

行させていただく.そして三日目にはこれらの体

験を持ち寄 り,グループごとに発表することで経

験を共有する.その他にもこのWS/FW経験者を

対象に 1泊 2目の佐渡での離島実習 も行ってい

る.

平成 17年度第 1回 (平成 18年 3月)よりこれ

までに,豪雪 ･離島地域を含め県内の様々な地域

を舞台として,WS/FW は合計 10回実施 し,参加

者は延べ人数で 138名を数えた.WS/FW の実施

に協力をいただいた行政機関は県内の 8市町村,

医療機関は 15施設にのぼった.この活動は県内

の様々な地域医療機関,地方行政機関との連携な

しには行えず,これらの企画を通 じて多くの医療

機関や行政と連携が構築 されている.

このWS/FW 前後で参加者の意識をVisualanal

logseale(VAS)を用いて調査 したところ, ｢地

域で働 く医療人は楽 しそうである｣｢地域医療に

は夢がある｣｢地域医療にはやりがいがある｣と

いった地域医療を好意的に見る項目において,秦
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図2 地域支援テレビシステム

加後に有意に高くなっていることが示された (図

i).またこの企画に参加した学生を中心に,中越

沖地震では医療ボランティアを行い,現地に赴き

医療支援を行うことができた1).この企画によっ

て,行政を含めた多職種連携によりチ-ム医療が

成り立つという意識が醸成されつつあると思われ

る.

地域支援テレビシステム

本プロジェクトでは,いわゆるへき地の地域医

療機関,すなわち新潟大学臨床研修病院群研修プ

ログラムにおける地域保健 ･医療研修を担当して

いる複数の地域医療病院に,地域支援テレビシス

テムを導入した.このテレビシステムは,対面式

に動画を送るメイン画面と,レントゲン等轟や経

過表などの画像情報を専門に送るデ-タ画面とに

分かれており,双方向に音声や画像のデ-タを送

り合うことができるものである (図2).大学側で

はそれらの画面を大画面のプロジェクタ-に映す

ことができ,多人数での視聴を可能にしている.

この地域支援テレビシステムを用いた研修医教

育,地域医療支援については既に報告しており2),

尊門的な症例の検討や,新人の研修会などでの利

用実績が上がっている.

また,それ以外の使い方としては,地域医療機

関でよくみられる疾患 (ツツガムシ病,レプ トス

ピラ感染症,マムシ暁症など)について,地域支

援テレビシステムを介して大学病院の研修医に講

義してもらうなど行った.その他に地域医療機関

同士で情報を送り合い,講演会などを共有してい

る.つまり,ある医療機関で講師に講演してもら

うと同時に,その映像をこのシステムを用いて別

の医療機関に送り,そちらでも同じ講演を聴講可

能とした.さらに,地域医療機関同士で情報交換

会を実施するなどにも利用されている.

一方,新潟大学では平成 18年度より医学部医

学科4年次学生を対象とした,本システムを用い

た地域医療についての実習をカリキュラムに取り

入れ,これまで3カ年にわたり実施してきた.玩

学部医学科では臨床実習に出る前に臨床実習入門

という8週間のコースを設け,医療面接,身体診

察,採動 縫合といった手技の練習など,臨床実

習に必要な項目を実施している.このコ-スでは,



医学 事医療における 『連携』を考える

全学生が8-9名の 12グル-プに分かれ,それ

ぞれのダル-プが 1コマ90分の異なるユニット

を順次回るロ-デーショングループ実習を設定し

ている.この中で ｢ユニット⑮地域医療｣を設け,

全ての学生に本取組を実施している.

このユニ､ソトでは,地域支援テレビシステムを

用いて,実際の機器を学生自身に操作 してもらう.

大学病院内には現在 2セット設置 してあるため,

学生はさらに2グループに分かれて,2地点間で

実際に接続し,地域支援テレビシステムを用いて

情報の伝達を模擬体験する.実際の機器を自ら操

作 し,同級生同士で行うことで操作の簡便さを知

ることができる.

そして最後に,事前に依頼 してあった県内の地

域医療機関に地域支援テレビシステムを介して接

続 し,地域医療機関の医療関係者 (医師,保健師,

訪問診療の担当者講師など)から大学にいる医学

生に,その地域医療機関の状況,地勢,地域医療

の大変さ,そして何よりも地域医療に対するやり

がいなどについて語りかけてもらっている.この

議義では,地域医療の楽しさはもとより,様々な

職種が関わり合って地域医療を支えていることに

主眼をおいて話をしていただいている.

地域医療教育の問題点は,大学病院がこれまで

進めてきた高度先進医療とは異なる分野であり,

地域医療教育を推進するにも医学部 ･大学病院が

有効な資源 (インフラ ･マンパワー),経験を十

分に持ってはいないことにある.また,地域医療

教育のブイ-ル ドの多くは大学から離れた場所に

あり,地域医療教育を行うためには時間的 ･空間

的制約を伴う.地域支援テレビシステムを用いる

ことでこれらの問題を解決できる可能性が示唆さ

れた.
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お わ り に

医療人GPの補助金により実施してきた ｢赤ひ

げチーム医療人の育成｣プログラムにおける連携

教育 ･支援の動きは,様々な効果を発揮し始めて

いる.これまで余り地域医療に触れることのなか

った学生に,地域医療に触れる機会を作り,地域

医療に対する関心を呼び起こしつつある,そして

これらの試みを継続 していくために,また地域医

療を担 う医師が定着できるように,GP終了後に

は本学独自の取組として事業を継続 している.さ

らに,地域医療機関の医療者にも ｢学生教育に参

加 している｣との意識を持ってもらえることで,

現場のモチベーションを高めることも期待 され

る.これ らの取組を通 じて,地元医療機関 ･行

政 ･医膏機関 ･メディア等で連携 して地域医療を

守る,という意識ができつつあるのではないだろ

うか.本プログラムにより,大学病院と地域医療

機関との連携を深め,より多くの医療者に学生教

育に参画してもらい,これらのインフラを医学教

育の資源としてさらに活用する方法を確立してい

くことが期待される.
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